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(57)【要約】
【課題】　新規な農薬粒状組成物を提供する。
【解決手段】　（ａ）農薬活性成分、（ｂ）ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテ
ルヒドロキシスルホン酸またはその塩、（ｃ）アルキル硫酸エステル、ジアルキルスルホ
コハク酸およびそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を含有する農薬粒状組成物
、ならびにその製造方法。該農薬粒状組成物およびその製造方法は、更に（ｄ）リグニン
スルホン酸、アリールスルホン酸ホルマリン縮合物およびそれらの塩から選ばれる１種以
上の界面活性剤を含有することができる。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）農薬活性成分、（ｂ）ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシ
スルホン酸またはその塩、（ｃ）アルキル硫酸エステル、ジアルキルスルホコハク酸およ
びそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を含有する農薬粒状組成物。
【請求項２】
　（ｃ）の界面活性剤がラウリル硫酸ナトリウム塩またはジオクチルスルホコハク酸ナト
リウム塩である請求項１記載の農薬粒状組成物。
【請求項３】
　更に（ｄ）リグニンスルホン酸、アリールスルホン酸ホルマリン縮合物およびそれらの
塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を含有する請求項１または２記載の農薬粒状組成物
。
【請求項４】
　農薬粒状組成物が農薬粒状水和剤である請求項１ないし３から選ばれるいずれかに記載
の農薬粒状組成物。
【請求項５】
　（ａ）農薬活性成分、（ｂ）ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシ
スルホン酸またはその塩、（ｃ）アルキル硫酸エステル、ジアルキルスルホコハク酸およ
びそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤および水を含有する混合物を押し出し造
粒機により造粒した後、乾燥することを特徴とする農薬粒状組成物の製造方法。
【請求項６】
　（ｃ）の界面活性剤がラウリル硫酸ナトリウム塩またはジオクチルスルホコハク酸ナト
リウム塩である請求５記載の農薬粒状組成物の製造方法。
【請求項７】
　混合物が、更に（ｄ）リグニンスルホン酸、アリールスルホン酸ホルマリン縮合物およ
びそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を含有する請求項５または６記載の農薬
粒状組成物の製造方法。
【請求項８】
　農薬粒状組成物が農薬粒状水和剤である請求項５ないし７から選ばれるいずれかに記載
の農薬粒状組成物の製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、農薬粒状組成物およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　農薬粒状組成物のうち農薬粒状水和剤は、水に投入後、速やかに崩壊、分散する必要性
がある。水中崩壊性および水中分散性に優れた農薬粒状水和剤の例として、農薬活性成分
およびポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸塩を含有する
農薬粒状水和剤が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－０４３３２２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明者は、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸塩を
含有する農薬粒状組成物は、押し出し造粒法による製造が困難な場合があることを見出し
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た。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は鋭意検討した結果、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキ
シスルホン酸またはその塩と特定の界面活性剤を組み合わせることにより、上記課題を解
決できることを見出した。
【０００６】
　即ち、本発明は下記〔１〕～〔４〕記載の農薬粒状水和剤（以下、本発明組成物とも称
する。）ならびに〔５〕～〔８〕記載の製造方法（以下、本発明方法とも称する。）に関
するものである。
【０００７】
　〔１〕　（ａ）農薬活性成分、（ｂ）ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒ
ドロキシスルホン酸またはその塩、（ｃ）アルキル硫酸エステル、ジアルキルスルホコハ
ク酸およびそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を含有する農薬粒状組成物。
【０００８】
　〔２〕　（ｃ）の界面活性剤がラウリル硫酸ナトリウム塩またはジオクチルスルホコハ
ク酸ナトリウム塩である上記〔１〕記載の農薬粒状組成物。
【０００９】
　〔３〕　更に（ｄ）リグニンスルホン酸、アリールスルホン酸ホルマリン縮合物および
それらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を含有する上記〔１〕または〔２〕記載の
農薬粒状組成物。
【００１０】
　〔４〕　農薬粒状組成物が農薬粒状水和剤である上記〔１〕ないし〔３〕から選ばれる
いずれかに記載の農薬粒状組成物。
【００１１】
　〔５〕　（ａ）農薬活性成分、（ｂ）ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒ
ドロキシスルホン酸またはその塩、（ｃ）アルキル硫酸エステル、ジアルキルスルホコハ
ク酸およびそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤および水を含有する混合物を押
し出し造粒機により造粒した後、乾燥することを特徴とする農薬粒状組成物の製造方法。
【００１２】
　〔６〕　（ｃ）の界面活性剤がラウリル硫酸ナトリウム塩またはジオクチルスルホコハ
ク酸ナトリウム塩である上記〔５〕記載の農薬粒状組成物の製造方法。
【００１３】
　〔７〕　混合物が、更に（ｄ）リグニンスルホン酸、アリールスルホン酸ホルマリン縮
合物およびそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を含有する上記〔５〕または〔
６〕記載の農薬粒状組成物の製造方法。
【００１４】
　〔８〕　農薬粒状組成物が農薬粒状水和剤である上記〔５〕ないし〔７〕から選ばれる
いずれかに記載の農薬粒状組成物の製造方法。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明組成物およびその製造方法は、押し出し造粒機を用いて造粒した時のスクリーン
透過性に優れるため、製造収率が良好である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明組成物としては、微粒剤、粒剤、水溶性バッグ型のジャンボ剤の内容物である粒
状物、使用時に水に希釈する顆粒水和剤や顆粒水溶剤を挙げることができる。これらの中
では、顆粒水和剤が好ましい。
【００１７】
　本発明組成物に含有される農薬活性成分は特に限定されず、常温で固体のものでも、液
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体のものでも使用できる。該農薬活性成分としては、例えば除草剤、殺菌剤、殺バクテリ
ア剤、殺線虫剤、殺虫剤、殺ダニ剤、駆虫剤、抗菌剤、抗真菌剤、植物成長調節剤、共力
剤、誘引剤および忌避剤などが挙げられ、具体的にその一般名を例示すれば次の通りであ
る。
【００１８】
　除草剤：ピラゾスルフロンエチル（pyrazosulfuron ethyl）、ハロスルフロンメチル（
halosulfuron methyl）、ベンスルフロンメチル（bensulfuron methyl）、イマゾスルフ
ロン（imazosulfuron）、アジムスルフロン（azimsulfuron）、シノスルフロン（cinosul
furon）、シクロスルファムロン（cyclosulfamuron）、エトキシスルフロン（ethoxysulf
uron）、キノクラミン（quinoclamin）、メタゾスルフロン（metazosulfron）、ピラクロ
ニル（pyraclonil）、アミノシクロピラクロール（Aminocyclopyrachlor)、テフリルトリ
オン（tefuryltrione）、メソトリオン（mesotrione）、ピリミスルファン（pyrimisulfa
n）、ペノキススラム（penoxsulam）、アミノピラリド（aminopyralid）、ベンカルバゾ
ン（bencarbazone）、オルソスルファムロン（orthosulfamrun）、フルセトスルフロン（
flucetosulfuron）、モノスルフロン（monosulfuron）、モノスルフロンメチル（monosul
furon-methyl）、ピノキサデン（pinoxaden）、プロポキシカルバゾンナトリウム塩（pro
poxycarbazone-sodium）、ピラスルホトール（pyrasulfotole）、ピロキサスルホン（pyr
oxasulfone）、ピロキシスラム（pyroxsulam）、テンボトリオン（tembotrione）、チエ
ンカルバゾンメチル（thiencarbazone-methyl）、トプラメゾン（topramezon）、メタミ
トロン（metamitron）、エスプロカルブ（esprocarb）、ベンチオカーブ（benthiocarb）
、モリネート（molinate）、ジメピペレート（dimepiperate）、ピリブチカルブ（pyribu
ticarb）、メフェナセット（mefenacet）、ブタクロール（butachlor）、プレチラクロー
ル（pretilachlor）、テニルクロール（thenylchlor）、ブロモブチド（bromobutide）エ
トベンザニド（etobenzanid）、ダイムロン（dymron）、クミルロン（cumyluron）、ベン
タゾン（bentazone）、ピリフタリド（pyriftalid）、ビスピリバック（bispyribac）、
ベンタゾンの塩、２，４－Ｄ、２，４－Ｄの塩、２，４－Ｄのエステル、ＭＣＰ、ＭＣＰ
の塩、ＭＣＰのエステル、ＭＣＰＢ、ＭＣＰＢの塩、ＭＣＰＢのエステル、フェノチオー
ル（MCPA-thioethyl）、クロメプロップ（clomeprop）、ナプロアニリド（naproanilide
）、オキサジアゾン（oxadiazon）、ピラゾレート（pyrazolate）、ピラゾキシフェン（p
yrazoxyfen）、ベンゾフェナップ（benzofenap）、オキサジアルギル（oxadiargyl）、ジ
メタメトリン（dimethametryn）、シメトリン（simetryn）、ピペロホス（piperophos）
、アニロホス（anilofos）、ブタミホス（butamifos）、ベンスリド（bensulide）、ジチ
オピル（dithiopyr）、ピリミノバックメチル（pyriminobac methyl）、ＣＮＰ、クロメ
トキシニル（chlormethoxynil）、シハロホップブチル（cyhalofop butyl）、ビフェノッ
クス（bifenox）、カフェンストロール（cafenstrole）、ペントキサゾン（pentoxazone
）、インダノファン（indanofan）、オキサジクロメホン（oxaziclomefone）、フェント
ラザミド（fentrazamide）、ブテナクロール（butenachlor）、ＡＣＮ、ベンゾビシクロ
ン（benzobicyclon）、ベンフレセート（benfuresate）、シンメチリン（cimmethylin）
、シマジン（simazine）、ジクロベニル（dichlobenil）、ジウロン（diuron）、クロロ
ＩＰＣ（chlorpropham）、アトラジン（atrazine）、アラクロール（alachlor）、イソウ
ロン（isouron）、クロルフタリム（chlorphtalim）、シアナジン（cyanazin）、トリフ
ルラリン（trifluralin）、ブタミホス（butamifos）、キンクロラック(quinclorac)、プ
ロピザミド（propyzamide）、プロメトリン（prometryn）、ペンディメタリン（pendimet
halin）、メトラクロール（metolachlor）、メトリブジン（metribuzin）、リニュロン（
linuron）、レナシル（lenacil）、プロパニル（propanil）、ＭＣＰＡ、アイオキシニル
（ioxynil octanoate）、アシュラム（asulam）、キザロホップエチル（quizalofop-ethy
l）、プロパキザホップ（propaquizafop）、キザロホップテフリル（quizalofop-tefuryl
）、セトキシジム（sethoxydim）、チフェンスルフロンメチル（thifensulfuron-methyl
）、フェノキサプロップエチル（fenoxaprop-ethyl）、フェンメディファム（phenmediph
am）、フルアジホップブチル（fluazifop-butyl）、ベンタゾン（bentazone）、ＳＡＰ（
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bensulide）、ＴＣＴＰ（chlorthal-dimethyl,tetorachlorothiophene）、アミプロホス
メチル（amiprophosmethyl）、アメトリン（ametryn）、イソキサベン（isoxaben）、オ
ルベンカーブ（orbencarb）、カルブチレート（karbutilate）、ジチオピル（dithiopyr
）、シデュロン（siduron）、チアザフルロン（thiazafluron）、ナプロパミド（napropa
mide）、プロジアミン（prodiamine）、ベスロジン（bethrodine）、メチルダイムロン（
methyl dymron）、２，４－ＰＡ、ＭＣＰＰＡ、フラザスルフロン（flazasulfuron）、メ
トスルフロンメチル（metsulfuron-methyl）、イマザキン（imazaquin）、イマザピル（i
mazapyr）、テトラピオン（flupropanate）、テブティウロン（tebuthiuron）、ブロマシ
ル（bromacil）、ヘキサジノン（hexazinone）、グリホサートアンモニウム塩（glyphosa
te-ammonium）、グリホサートイソプロピルアミン塩（glyphosate-iso-propylammonium）
、グリホサートトリメシウム塩（glyphosate-trimesium）、グリホサートナトリウム塩（
glyphosate-sodium）、グリホサートカリウム塩（glyphosate-potassium）、ビアラホス
（bialaphos）、グルホシネート（glufosinate-ammonium）、ＯＫ－７０１（試験名）、
ＨＯＫ－２０１(試験名)、ＴＨ－５４７（試験名）およびＭＣＣなど。
【００１９】
　殺菌剤：アゾキシストロビン（azoxystrobin）、クレソキシム－メチル（kresoxim-met
hyl）、ピラクロストロビン（pyraclostrobin）、ピコキシストロビン（picoxystrobin）
、フルオキサストロビン（fluoxastrobin）、ジモキシストロビン（dimoxystrobin）、オ
リサストロビン（orysastrobin）、メトミノストロビン（metominostrobin）、トリフロ
キシストロビン（trifloxystrobin）、アミスルブロム（amisulbrom）、シアゾファミド
（cyazofamid）、ファモキサドン (famoxadone)、アメトクトラジン (ametoctradin)、ト
リクロピリカルブ（triclopyricarb）、Ｓ－２２００（試験名）、ペンチオピラド（pent
hiopyrad）、フルトラニル（flutolanil）、フラメトピル（furametpyr）、ボスカリド（
boscalid）、ビキサフェン（bixafen）、カルボキシン（carboxin）、メプロニル（mepro
nil）、チフルザミド（thifluzamide）、フルオピラム（fluopyram）、イソフェタミド（
isofetamid）、セダキサン（sedaxane）、オキシカルボキシン（oxycarboxin）、イソピ
ラザム（isopyrazam）、ペンフルフェン (penflufen)フルキサピロキサド(fluxapyroxad)
、ベンゾビンジフルピル (benzovindiflupyr)、ＮＮＦ－０７２１（試験名）、シメコナ
ゾール（simeconazole）、テブコナゾール（tebuconazole）、フェンブコナゾール（fenb
uconazole）、ヘキサコナゾール（hexaconazole）、イミベンコナゾール（imibenconazol
e）、トリアジメホン（triadimefon）、テトラコナゾール（tetraconazole）、プロチオ
コナゾール（prothioconazole）、エポキシコナゾール（epoxiconazole）、イプコナゾー
ル（ipconazole）、メトコナゾール（metconazole）、プロピコナゾール（propiconazole
）シプロコナゾール（cyproconazole）ジフェノコナゾール（difenoconazole）ジニコナ
ゾール（diniconazole）フルキンコナゾール（fluquinconazole）フルシラゾール（flusi
lazole）、ペンコナゾール（penconazole）、ブロムコナゾール（bromuconazole）、トリ
アジメノール（triadimenol）、フルトリアホール（flutriafol）、ミクロブタニル（myc
lobutanil）、エタコナゾール（etaconazole）、ビテルタノール（bitertanol）トリホリ
ン（triforine）、ピリフェノックス（pyrifenox）、ヌアリモール（nuarimol）、フェナ
リモル（fenarimol）、イマザリル（imazalil）、トリフルミゾール（triflumizole）、
ペフラゾエート（pefurazoate）、オキスポコナゾールフマル酸塩（oxpoconazole fumara
te）、プロクロラズ（prochloraz）、アルジモルフ（aldimorph）、トリデモルフ（tride
morph）、フェンプロピモルフ（fenpropimorph）、ドデモルフ酢酸塩（dodemorph-acetat
e）、フェンプロピモルフ（fenpropimorph）、ピペラリン（piperalin）、スピロキサミ
ン（spiroxamine）、フェンヘキサミド（fenhexamid）、フェンピラズアミン（fenpyraza
mine）、ピリソキサゾール (pyrisoxazole)、ベノミル（benomyl）、カルベンダジム（ca
rbendazim）、フベリダゾール（fuberidazole）、チアベンダゾール（thiabendazole）、
チオファネート－メチル（thiophanate-methyl）、ジエトフェンカルブ（diethofencarb
）、ゾキサミド（zoxamide）、キノキシフェン（quinoxyfen）、フルジオキソニル（flud
ioxonil）、イプロジオン（iprodione）、プロシミドン（procymidone）、テブフロキン 
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(tebufloquin)、シプロジニル（cyprodinil）、メパニピリム（mepanipyrim）、ピリメタ
ニル（pyrimethanil）、水酸化第二銅（copper hydroxide）、塩基性炭酸銅（copper car
bonate, basic）、塩基性硫酸銅（copper sulfate, basic）、オキシキノリン銅（oxine 
copper）、塩基性塩化銅（copper oxychloride）、硫酸銅（copper sulfate）、ボルドー
液（bordeaux mixture）、石灰硫黄合剤（calcium polysulfide）、硫黄（sulfur）、マ
ンコゼブ（mancozeb）、マンネブ（maneb）、チウラム（thiram）、キャプタン（captan
）、フォルペット（folpet）、クロロタロニル（chlorothalonil）、イミノクタジン－ア
ルベシル酸塩（iminoctadine-albesilate）、ポリカーバメート（polycarbamate）、ジチ
アノン（dithianon）、ドジン（dodine）アシベンゾラル－Ｓ－メチル（acibenzolar-S-m
ethyl）、プロベナゾール（probenazole）、イソチアニル（isotianil）、チアジニル（t
iadinil）、ジメトモルフ（dimethomorph）、マンジプロパミド（mandipropamid）、ベン
チアバリカルブ－イソプロピル（benthiavalicarb-isopropyl）メタラキシル（metalaxyl
）、メタラキシル-M（metalaxyl-M)、シモキサニル（cymoxanil）、ホセチル－アルミニ
ウム（fosetyl-aluminium）、フルスルファミド（flusulfamide）、シフルフェナミド（c
yflufenamid）、メトラフェノン（metrafenone）、ピリオフェノン (pyriofenone)、オキ
サチアピプロリン（oxathiapiproline）、ペンシクロン（pencycuron）、フルオピコリド
（fluopicolide）、フルアジナム (fluazinam)、トリシクラゾール (tricyclazole)、カ
ルプロパミド (carpropamid)、フサライド (fthalide)、ジクロシメット (diclocymet)、
フルチアニル (flutianil)、トルプロカルブ (tolprocarb)、ＮＦ－１７１（試験名）Ｍ
ＩＦ－１００２（試験名）、ＳＢ－４３０３（試験名）、ＮＫ－１００１（試験名）など
。
【００２０】
　殺バクテリア剤：ストレプトマイシン（streptomycin）、オキシテトラサイクリン（ox
ytetracycline）、オキソリニックアシド（oxolinic acid）など。
【００２１】
　殺線虫剤：カズサホス（cadusafos）、ジクロフェンチオン（dichlofenthion）、エト
プロホス（ethoprophos）、フェナミホス（fenamiphos）、フルエンスルフォン（fluensu
lfone）、ホスチアゼート（fosthiazate）、フォスチエタン（fosthietan）、イミシアホ
ス（imicyafos）、イサミドホス（isamidofos）、イサゾホス (isazofos）、臭化メチル
（methyl bromide）、メチルイソチオシアネート（methyl isothiocyanate）、オキサミ
ル（oxamyl）、アジ化ナトリウム（sodium azide）、ＢＹＩ－１９２１（試験名）および
ＭＡＩ－０８０１５（試験名）など。
【００２２】
　殺虫剤：アバメクチン（abamectin）、アセフェート（acephate）、アセタミプリド（a
cetamiprid）、アフィドピロペン（afidopyropen）、アフォクソラネル（afoxolaner）、
アラニカルブ（alanycarb）、アルジカルブ（aldicarb）、アレスリン（allethrin）、ア
ザメチホス（azamethiphos）、アジンホス－エチル（azinphos-ethyl）、アジンホス－メ
チル（azinphos-methyl）、バチルスチューリンギエンシス（bacillus thuringiensis）
、ベンダイオカルブ（bendiocarb）、ベンフルトリン（benfluthrin）、ベンフラカルブ
（benfuracarb）、ベンスルタップ（bensultap）、ビフェントリン（bifenthrin）、ビオ
アレスリン（bioallethrin）、ビオレスメトリン（bioresmethrin）、ビストリフルロン
（bistrifluron）、ブプロフェジン（buprofezin）、ブトカルボキシム（butocarboxim）
、カルバリル（carbaryl）、カルボフラン（carbofuran）、カルボスルファン（carbosul
fan）、カルタップ（cartap）、クロラントラニリプロール（chlorantraniliprole）、ク
ロルエトキシホス（chlorethoxyfos）、クロルフェナピル（chlorfenapyr）、クロルフェ
ンビンホス（chlorfenvinphos）、クロルフルアズロン（chlorfluazuron）、クロルメホ
ス（chlormephos）、クロルピリホス（chlorpyrifos）、クロルピリホス－メチル（chlor
pyrifos-methyl）、クロマフェノジド（chromafenozide）、クロチアニジン（clothianid
in）、シアノホス（cyanophos）、シアントラニリプロール（cyantraniliprole）、シク
ロプロトリン（cycloprothrin）、シフルトリン（cyfluthrin）、ベータ－シフルトリン
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（beta-cyfluthrin）、シハロトリン（cyhalothrin）、ガンマ－シハロトリン（gamma-cy
halothrin）、ラムダ－シハロトリン（lambda-cyhalothrin）、シペルメトリン（cyperme
thrin）、アルファ－シペルメトリン（alpha-cypermethrin）、ベータ－シペルメトリン
（beta-cypermethrin）、ゼタ－シペルメトリン（zeta-cypermethrin）、シフェノトリン
（cyphenothrin）、シロマジン（cyromazine）、デルタメトリン（deltamethrin）、ジア
フェンチウロン（diafenthiuron）、ダイアジノン（diazinon）、ジクロルボス（dichlor
vos）、ジフルベンズロン（diflubenzuron）、ジメトエート（dimethoate）、ジメチルビ
ンホス（dimethylvinphos）、ジノテフラン（dinotefuran）、ジオフェノラン（diofenol
an）、ジスルフォトン（disulfoton）、エマメクチンベンゾエート（emamectin-benzoate
）、エンペントリン（empenthrin）、エンドスルファン（endosulfan）、アルファ－エン
ドスルファン（alpha-endosulfan）、イーピーエヌ（EPN）、エスフェンバレレート（esf
envalerate）、エチオフェンカルブ（ethiofencarb）、エチプロール（ethiprole）、エ
トフェンプロックス（etofenprox）、エトリムホス（etrimfos）、フェニトロチオン（fe
nitrothion）、フェノブカルブ（fenobucarb）、フェノキシカルブ（fenoxycarb）、フェ
ンチオン（fenthion）、フェンバレレート（fenvalerate）、フィプロニル（fipronil）
、フロメトキン（flometoquin）、フロニカミド（flonicamid）、フルアズロン（fluazur
on）、フルベンジアミド（flubendiamide）、フルシクロクスロン（flucycloxuron）、フ
ルシトリネート（flucythrinate）、フルフェネリム（flufenerim）、フルフェノクスロ
ン（flufenoxuron）、フルフィプロール（flufiprole）、フルメトリン（flumethrin）、
フルピラジフロン（flupyradifurone）、フルララネル（fluralaner）、フルバリネート
（fluvalinate）、タウ－フルバリネート（tau-fluvalinate）、ホノホス（fonofos）、
フラチオカルブ（furathiocarb）、ハロフェノジド（halofenozide）、ヘプタフルトリン
（heptafluthrin）、ヘキサフルムロン（hexaflumuron）、ヒドラメチルノン（hydrameth
ylnon）、イミダクロプリド（imidacloprid）、イミプロトリン（imiprothrin）、インド
キサカルブ（indoxacarb）、インドキサカルブ－ＭＰ（indoxacarb-MP）、イソプロカル
ブ（isoprocarb）、イソキサチオン（isoxathion）、レピメクチン（lepimectin）、ルフ
ェヌロン（lufenuron）、マラチオン（malathion）、メペルフルスリン（meperfluthrin
）、メタフルミゾン（metaflumizone）、メタアルデヒド（metaldehyde）、メタクリホス
（methacrifos）、メタミドホス（methamidophos）、メチダチオン（methidathion）、メ
ソミル（methomyl）、メソプレン（methoprene）、メトキシクロル（methoxychlor）、メ
トキシフェノジド（methoxyfenozide）、メトフルトリン（metofluthrin）、ムスカルア
（muscalure）、ニテンピラム（nitenpyram）、ノバルロン（novaluron）、ノビフルムロ
ン（noviflumuron）、オメトエート（omethoate）、オキシデメトン－メチル（oxydemeto
n-methyl）、パラチオン－メチル（parathion-methyl）、ペルメトリン（permethrin）、
フェノトリン（phenothrin）、フェントエート（phenthoate）、ホレート（phorate）、
ホサロン（phosalone）、ホスメット（phosmet）、ホキシム（phoxim）、ピリミカーブ（
pirimicarb）、ピリミホス－メチル（pirimiphos-methyl）、プロフェノホス（profenofo
s）、プロチオホス（prothiofos）、ピメトロジン（pymetrozine）、ピラクロホス（pyra
clofos）、ピレトリン（pyrethrins）、ピリダリル（pyridalyl）、ピリフルキナゾン（p
yrifluquinazon）、ピリプロール（pyriprole）、ピリプロキシフェン（pyriproxyfen）
、レスメトリン（resmethrin）、ロテノン（rotenone）、シラフルオフェン（silafluofe
n）、スピネトラム（spinetoram）、スピノサド（spinosad）、スピロテトラマート（spi
rotetramat）、スルホテップ（sulfotep）、スルフォキサフロール（sulfoxaflor）、テ
ブフェノジド（tebufenozide）、テフルベンズロン（teflubenzuron）、テフルトリン（t
efluthrin）、テルブホス（terbufos）、テトラクロロビンホス（tetrachlorvinphos）、
テトラメトリン（tetramethrin）、ｄ－Ｔ－８０－フタルスリン（d-tetramethrin）、テ
トラメチルフルスリン（tetramethylfluthrin）、チアクロプリド（thiacloprid）、チア
メトキサム（thiamethoxam）、チオシクラム（thiocyclam）、チオジカルブ（thiodicarb
）、チオファノックス（thiofanox）、チオメトン（thiometon）、トルフェンピラド（to
lfenpyrad）、トラロメトリン（tralomethrin）、トランスフルトリン（transfluthrin）
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、トリアザメート（triazamate）、トリクロルホン（trichlorfon）、トリフルムロン（t
riflumuron）、ＭＥ５３８２（試験名）、（Ｚ）－[５－（３，５－ジクロロフェニル）
－５－トリフルオロメチル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル]－Ｎ－（メト
キシイミノメチル）－２－メチル安息香酸アミドおよびＺＤＩ２５０１（試験名）など。
【００２３】
　殺ダニ剤：アセキノシル（acequinocyl）、アクリナトリン（acrinathrin）、アミドフ
ルメット（amidoflumet）、アミトラズ（amitraz）、アゾシクロチン（azocyclotin）、
ベンゾキシメート（benzoximate）、ビフェナゼート（bifenazate）、ブロモプロピレー
ト（bromopropylate）、クロフェンテジン（clofentezine）、シエノピラフェン（cyenop
yrafen）、シフルメトフェン（cyflumetofen）、ジコホール（dicofol）、ジエノクロル
（dienochlor）、エトキサゾール（etoxazole）、フェナザキン（fenazaquin）、フェン
ブタチン－オキシド（fenbutatin oxide）、フェノチオカルブ（fenothiocarb）、フェン
プロパトリン（fenpropathrin）、フェンピロキシメート（fenpyroximate）、フルアクリ
ピリム（fluacrypyrim）、ホルメタネート（formetanate）、ハルフェンプロックス（hal
fenprox）、ヘキシチアゾクス（hexythiazox）、ミルベメクチン（milbemectin）、プロ
パルギット（propargite）、ピフルブミド（pyflubumide）、ピリダベン（pyridaben）、
ピリミジフェン（pyrimidifen）、スピロジクロフェン（spirodiclofen）、スピロメシフ
ェン（spiromesifen）、テブフェンピラド（tebufenpyrad）およびＮＡ－８９（試験名）
など。
【００２４】
　駆虫剤：アクリフラビン（acriflavine）、アルベンダゾール（albendazole）、アトバ
コン（atovaguone）、アジスロマイシン（azithromycin）、ビチオノール（bithionol）
、ブロムフェノホス（bromofenofos）、カンベンダゾール（cambendazole）、カルニダゾ
ール（carnidazole）、クロロキン（chloroquine）、クラズリル（clazuril）、クリンダ
マイシン（clindamycin hydrochloride）、クロルスロン（clorsulon）、クロサンテル（
closantel）、クマホス（coumaphos）、シミアゾル（cymiazol）、ジクロロフェン（dich
lorophen）、ジエチルカルバマジン（diethylcarbamazine）、ジミナゼン（diminazene）
、ジソフェノール（disophenol）、ヨウ化ジチアザニン（dithiazanine iodide）、ドキ
シサイクリン（doxycycline hydrochloride）、ドラメクチン（doramectin）、エモデプ
シド（emodepside）、エプリノメクチン（eprinomectin）、フェバンテル（febantel）、
フェンベンダゾール（fenbendazole）、フルベンダゾール（flubendazole）、フラゾリド
ン（furazolidone）、グリカルピラミド（glycalpyramide）、イミドカルブ（imidocarb
）、イベルメクチン（ivermectin）、レバミゾール（levamisole）、メベンダゾール（me
bendazole）、メフロキン（mefloquine）、メラルソミン二塩酸塩（melarsamine hydroch
loride）、メトロニダゾール（metronidazole）、メチリジン（metyridine）、ミルベマ
イシンオキシム（milbemycin oxime）、モネパンテル（monepantel）、酒石酸モランテル
（morantel tartrate）、モキシデクチン（moxidectin）、ナイカルバジン（nicarbazin
）、ニクロサミド（niclosamide）、ニトロスカネート（nitroscanate）、ニトロキシニ
ル（nitroxynil）、オムファロチン（omphalotin）、パモ酸オキサンテル（oxantel pamo
ate）、酒石酸オキサンテル（oxantel tartrate）、オクスフェンダゾール（oxfendazole
e）、オキシベンダゾール（oxibendazole）、オキシクロザニド（oxyclozanide）、パマ
キン（pamaquine）、フェノチアジン（phenothiazine）、アジピン酸ピペラジン（pipera
zine adipate）、クエン酸ピペラジン（piperazine citrate）、リン酸ピペラジン（pipe
razine phosphate）、ＰＮＵ－９７３３３（paraherquamide A）、ＰＮＵ－１４１９６２
（2-deoxyparaherquamide）、プラジクアンテル（praziquantel）、プリマキン（primaqu
ine）、プロペタムホス（propetamphos）、プロポクスル（propoxur）、パモ酸ピランテ
ル（pyrantel pamoate）、ピリメタミン（pyrimethamine）、サントニン（santonin）、
セラメクチン（selamectin）、スルファジメトキシン（sulfadimethoxine）、スルファド
キシン（sulfadoxine）、スルファメラジン（sulfamerazine）、スルファモノメトキシン
（sulfamonomethoxine）、スルファモイルダプソン（sulfamoildapsone）、チアベンダゾ
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ール（thiabendazole）、チニダゾール（tinidazole）、トルトラズリル（toltrazuril）
、トリブロムサラン（tribromsalan）およびトリクラベンダゾール（triclabendazole）
など。
【００２５】
　抗菌剤：アモキシシリン（amoxicillin）、アンピシリン（ampicillin）、ベトキサジ
ン（bethoxazin）、ビチオノール（bithionol）、ブロノポール（bronopol）、セファピ
リン（cefapirin）、セファゾリン（cefazolin）、セフキノム（cefquinome）、セフチオ
フル（ceftiofur）、クロルテトラサイクリン（chlortetracycline）、クラブラン酸（cl
avulanic acid）、ダノフロキサシン（danofloxacin）、ジフロキサシン（difloxacin）
、ジニトルミド（dinitolmide）、エンロフロキサシン（enrofloxacin）、フロルフェニ
コール（florfenicol）、リンコマイシン（lincomycin）、ロメフロキサシン（lomefloxa
cin）、マルボフロキサシン（marbofloxacin）、ミロキサシン（miloxacin）、ミロサマ
イシン（mirosamycin）、ニトラピリン（nitrapyrin）、ノルフロキサシン（norfloxacin
）、オクチリノン（octhilinone）、オフロキサシン（ofloxacin）、オルビフロキサシン
（orbifloxacin）、ペニシリン（penicillin）、チアンフェニコール（thiamphenicol）
、フマル酸チアムリン（tiamulin fumarate）、リン酸チルミコシン（tilmicosin phosph
ate）、酢酸イソ吉草酸タイロシン（acetylisovaleryltylosin）、リン酸タイロシン（ty
losin phosphate）、ツラスロマイシン（tulathromycin）、バルネムリン（valnemulin）
、貝殻焼成カルシウム（酸化カルシウム）、タラロマイセス属菌、トリコデルマ属菌およ
びユニオチリウム属菌など。
【００２６】
　抗真菌剤：ケトコナゾール（ketoconazole）およびミコナゾール硝酸塩（miconazole n
itrate）など。
【００２７】
　上記の農薬活性成分は、単独でまたは２種以上を混合して用いることができ、混合する
場合の比も自由に選択できる。好ましい農薬活性成分の組合せとして、例えばアミスルブ
ロムとフェンブコナゾール、アミスルブロムとシモキサニル、アミスルブロムとクロラン
トラニリプロールおよびアミスルブロムとシアントラニリプロールなどが挙げられる。
【００２８】
　本発明組成物における農薬活性成分の含有量は、本発明組成物１００重量部に対して、
通常０．０１～８０重量部、好ましくは０．１～７０重量部である。
【００２９】
　本発明で用いるポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸と
は、式（１）：
Ｒ－Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎ－　　（１）
〔但し、式中Ｒは炭素原子数が通常１～１２個の１個以上のアルキル基で置換されたアリ
ール基（該アリール基は、フェニル基またはナフチル基等を表す。）を表し、ｎは２～４
０の整数を表す。〕で表されるポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル基およびＯ
Ｈ基により置換された炭素原子数が通常１～５個のアルキルスルホン酸である。ポリオキ
シエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸の塩としては、アルカリ金属
塩（リチウム、ナトリウムおよびカリウム等）、アルカリ土類金属塩（カルシウムおよび
マグネシウム等）、アンモニウム塩および各種アミン塩（例えばアルキルアミン、シクロ
アルキルアミン、アルカノールアミン等）などが挙げられる。ポリオキシエチレンアルキ
ルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸またはその塩の代表的な例としては、ニューカ
ルゲンＰＧ－１７０（商品名／竹本油脂（株）製）が挙げられる。
【００３０】
　本発明組成物におけるポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホ
ン酸またはその塩の含有量は、本発明組成物１００重量部に対して、通常０．１～１０重
量部、好ましくは０．５～５重量部である。
【００３１】
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　本発明で用いるアルキル硫酸エステルまたはその塩のアルキル基の炭素原子数は通常１
２～１８である。塩としてはアルカリ金属塩（リチウム、ナトリウムおよびカリウム等）
、アルカリ土類金属塩（カルシウムおよびマグネシウム等）、アンモニウム塩および各種
アミン塩（例えばアルキルアミン、シクロアルキルアミン、アルカノールアミン等）など
が挙げられる。アルキル硫酸エステルまたはその塩として好ましいのはラウリル硫酸ナト
リウム塩であり、具体例としてニューカルゲンＷＧ－６（商品名／竹本油脂（株）製）、
ソルポール５０２９－Ｏ（商品名／東邦化学工業（株）製）、モノゲンＹ－１００、モノ
ゲンＹ－５００、モノゲンＹ－５００Ｇ、モノゲンＹ－５３０（以上、商品名／第一工業
製薬（株）製）、ニッコールＳＬＳ（商品名／日光ケミカルズ（株）製）、シノリン１０
０、シノリン１００Ｐ、シノリン９０ＴＫ－Ｔ、シノリンＳＰ（以上、商品名／新日本理
化（株）製）、サンノールＬＭ－１１３０（商品名／ライオン（株）製）、エマール０、
エマール０Ｓ、エマール１０Ｇ、エマール２ＦＧおよびエマール２Ｆ－３０（以上、商品
名／花王（株）製）などが挙げられる。
【００３２】
　本発明組成物におけるアルキル硫酸エステルまたはその塩の含有量は、本発明組成物１
００重量部に対して、通常０．１～１０重量部、好ましくは０．５～５重量部である。
【００３３】
　本発明で用いるジアルキルスルホコハク酸またはその塩のアルキル基の炭素原子数は通
常８～１２である。塩としてはアルカリ金属塩（リチウム、ナトリウムおよびカリウム等
）、アルカリ土類金属塩（カルシウムおよびマグネシウム等）、アンモニウム塩および各
種アミン塩（例えばアルキルアミン、シクロアルキルアミン、アルカノールアミン等）な
どが挙げられる。ジアルキルスルホコハク酸またはその塩として好ましいのはジオクチル
スルホコハク酸ナトリウム塩であり、具体例としてエアロールＣＴ－１Ｌ、ソルポール５
０５０（以上、商品名／東邦化学工業（株）製）、ニューカルゲンＥＰ－７０Ｇ、ニュー
カルゲンＥＸ－７０（以上、商品名／竹本油脂（株）製）、ネオコールＹＳＫ、ネオコー
ルＳＷ、ネオコールＳＷ－Ｃ、ネオコールＰ（以上、商品名／第一工業製薬（株）製）、
サンモリンＯＴ－７０、サンモリンＯＴ－７０Ｎ（以上、商品名／三洋化成工業（株）製
）、リカサーフＰ－１０、リカサーフＰ－３０、リカサーフＭ－３０、リカサーフＭ－７
５、リカサーフＧ－３０（以上、商品名／新日本理化（株）製）、ニューコール２９０－
Ａ、ニューコール２９０－ＫＳ、ニューコール２９１－Ｍ、ニューコール２９１－ＰＧ、
ニューコール２９１－ＧＬ、ニューコール２９２－ＰＧ（以上、商品名／日本乳化剤（株
）製）、ニッコールＯＴＰ－７５（商品名／日光ケミカルズ（株）製）、リパール８３５
Ｉ、リパール８６０Ｋ、リパール８７０Ｐ（以上、商品名／ライオン（株）製）、ペレッ
クスＣＳ、ペレックスＯＴ－Ｐ、ペレックスＴＡ、ペレックスＴＲ（以上、商品名／花王
（株）製）、ペルゾールＫＭＮ－１およびペルゾールＫＭＮ－３（以上、商品名／ミヨシ
油脂（株）製）などが挙げられる。
【００３４】
　本発明組成物におけるジアルキルスルホコハク酸またはその塩の含有量は、本発明組成
物１００重量部に対して、通常０．１～１０重量部、好ましくは０．５～５重量部である
。
【００３５】
　本発明組成物は、更にリグニンスルホン酸、アリールスルホン酸ホルマリン縮合物およ
びそれらの塩から選ばれる１種以上の界面活性剤を更に含有することができる。上記の界
面活性剤は単独でまたは２種以上を混合して用いることができ、これらの含有量は本発明
組成物１００重量部に対して、通常１～２５重量部、好ましくは３～２０重量部である。
【００３６】
　リグニンスルホン酸またはその塩としては、特に限定されるものではないが、平均分子
量１０，０００から２０，０００程度の高純度高分子量リグニンスルホン酸ナトリウム塩
が好ましい。塩も特に限定されず、アルカリ金属塩（リチウム塩、ナトリウム塩およびカ
リウム塩等）およびアルカリ土類金属塩（カルシウム塩およびマグネシウム塩等）等を挙
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げることができる。
【００３７】
　リグニンスルホン酸またはその塩の具体例としては、例えば、サンエキスＰ－２５２、
バニレックスＮ、バニレックスＲＮ、パールレックスＤＰ、パールレックスＮＰ（以上、
商品名／日本製紙（株）製）、ボレスパース（Borresperse）ＮＡ、ユホキサン（Ufoxane
）２、ユホキサン３Ａ（以上、商品名／ボレガード リグノテック（Borregaard LignoTec
h）製）、ポリホン（POLYFON）F、ポリホンH、リアックス（REAX）１００Ｍ、リアックス
９０７、リアックス９１０、クラフトスパース（KRAFTSPRESE）ＤＤ－５、クラフトスパ
ースＤＤ－８およびクラフトスパースＥＤＦ－３５０（以上、商品名／ウエストベーコ（
Westvaco）製）などが挙げられる。
【００３８】
　アリールスルホン酸ホルマリン縮合物またはその塩のアリール基としては、例えばフェ
ニル基、ベンジル基、ナフチル基などが挙げられる。塩としては、アルカリ金属塩（リチ
ウム塩、ナトリウム塩およびカリウム塩等）およびアルカリ土類金属塩（カルシウム塩お
よびマグネシウム塩等）等を挙げることができる。上記の中では、アルキルナフタレンス
ルホン酸ホルマリン縮合物、ビスフェノールスルホン酸ホルマリン縮合物およびその塩な
どが好ましい。
【００３９】
　アリールスルホン酸ホルマリン縮合物またはその塩の具体例としては、例えば、ルノッ
クス１０００Ｃ（商品名／東邦化学（株）製）、ニューカルゲンＷＧ－２（商品名／竹本
油脂（株）製）、タモール（Tamol）ＮＮ９４０１、タモールＮＨ７５１９（以上、商品
名／ＢＡＳＦ（株）製）、ラベリンＡＮＬ－４０、ラベリンＡＮＨ－４０、ラベリンＷ－
４０（以上、商品名／第一工業製薬（株）製）、バニオールＨＤＬ－１００、ビスパーズ
Ｐ－１２０、ビスパーズＰ－１２１、ビスパーズＰ－１２５およびビスパーズＰ－２１５
（商品名／日本製紙（株）製）、デモールＮ、デモールＲＮ、デモールＭＳ、デモールＳ
Ｎ－Ｂ、デモールＣ（以上、商品名／花王（株）製）、ポリティＮ－１００（商品名／ラ
イオン（株）製）、スープラジル（SUPRAGIL）ＭＮＳ／９０およびスープラジルＲＭ／２
１０－Ｅ（以上、商品名／ローディア日華（株）製）などが挙げられる。
【００４０】
　本発明組成物には、必要に応じてその他の界面活性剤を含有してもよい。その他の界面
活性剤としては、例えば以下の（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）および（Ｅ）が挙げられ
る。
【００４１】
　（Ａ）ノニオン性界面活性剤：
　（Ａ－１）ポリエチレングリコール型界面活性剤：例えば、ポリオキシエチレンアルキ
ル（Ｃ１２～１８）エーテル、アルキルナフトールのエチレンオキサイド付加物、ポリオ
キシエチレン（モノまたはジ）アルキル（Ｃ８～１２）フェニルエーテル、ポリオキシエ
チレン（モノまたはジ）アルキル（Ｃ８～１２）フェニルエーテルのホルマリン縮合物、
ポリオキシエチレン（モノ、ジまたはトリ）フェニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レン（モノ、ジまたはトリ）ベンジルフェニルエーテル、ポリオキシプロピレン（モノ、
ジまたはトリ）ベンジルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン（モノ、ジまたはトリ）
スチリルフェニルエーテル、ポリオキシプロピレン（モノ、ジまたはトリ）スチリルフェ
ニルエーテル、ポリオキシエチレン（モノ、ジまたはトリ）スチリルフェニルエーテルの
ポリマー、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマー、アルキル（Ｃ１

２～１８）ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマーエーテル、アルキ
ル（Ｃ８～１２）フェニルポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマーエ
ーテル、ポリオキシエチレンビスフェニルエーテル、ポリオキシエチレン樹脂酸エステル
、ポリオキシエチレン脂肪酸（Ｃ１２～１８）モノエステル、ポリオキシエチレン脂肪酸
（Ｃ１２～１８）ジエステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸（Ｃ１２～１８）エ
ステル、グリセロール脂肪酸エステルエチレンオキサイド付加物、ポリオキシエチレンキ
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ャスターオイルエーテル、硬化ヒマシ油エチレンオキサイド付加物、アルキル（Ｃ１２～

１８）アミンエチレンオキサイド付加物および脂肪酸（Ｃ１２～１８）アミドエチレンオ
キサイド付加物等が挙げられる。
【００４２】
　（Ａ－２）多価アルコール型界面活性剤：例えば、グリセロール脂肪酸エステル、ポリ
グリセリン脂肪酸エステル、ペンタエリスリトール脂肪酸エステル、ソルビトール脂肪酸
（Ｃ１２～１８）エステル、ソルビタン脂肪酸（Ｃ１２～１８）エステル、ショ糖脂肪酸
エステル、多価アルコールアルキルエーテルおよび脂肪酸アルカノールアミド等が挙げら
れる。
【００４３】
　（Ａ－３）アセチレン系界面活性剤：例えば、アセチレングリコール、アセチレンアル
コール、アセチレングリコールのエチレンオキサイド付加物およびアセチレンアルコール
のエチレンオキサイド付加物等が挙げられる。
【００４４】
　（Ａ－４）その他の界面活性剤：例えば、アルキルグリコシド等が挙げられる。
【００４５】
　（Ｂ）アニオン性界面活性剤：
　（Ｂ－１）カルボン酸型界面活性剤：例えば、ポリアクリル酸、ポリメタアクリル酸、
ポリマレイン酸、マレイン酸とオレフィン（例えばイソブチレンおよびジイソブチレン等
）との共重合物、アクリル酸とイタコン酸の共重合物、メタアクリル酸とイタコン酸の共
重合物、マレイン酸とスチレンの共重合物、アクリル酸とメタアクリル酸の共重合物、ア
クリル酸とアクリル酸メチルエステルとの共重合物、アクリル酸と酢酸ビニルとの共重合
物、アクリル酸とマレイン酸の共重合物、Ｎ－メチル－脂肪酸（Ｃ１２～１８）サルコシ
ネート、樹脂酸および脂肪酸（Ｃ１２～１８）等のカルボン酸、ならびにそれらカルボン
酸の塩が挙げられる。
【００４６】
　（Ｂ－２）硫酸エステル型界面活性剤：例えば、ポリオキシエチレンアルキル（Ｃ１２

～１８）エーテル硫酸エステル、ポリオキシエチレン（モノまたはジ）アルキル（Ｃ８～

１２）フェニルエーテル硫酸エステル、ポリオキシエチレン（モノまたはジ）アルキル（
Ｃ８～１２）フェニルエーテルのポリマーの硫酸エステル、ポリオキシエチレン（モノ、
ジまたはトリ）フェニルフェニルエーテル硫酸エステル、ポリオキシエチレン（モノ、ジ
またはトリ）ベンジルフェニルエーテル硫酸エステル、ポリオキシエチレン（モノ、ジま
たはトリ）スチリルフェニルエーテル硫酸エステル、ポリオキシエチレン（モノ、ジまた
はトリ）スチリルフェニルエーテルのポリマーの硫酸エステル、ポリオキシエチレンポリ
オキシプロピレンブロックポリマーの硫酸エステル、硫酸化油、硫酸化脂肪酸エステル、
硫酸化脂肪酸および硫酸化オレフィン等の硫酸エステル、ならびにそれら硫酸エステルの
塩が挙げられる。
【００４７】
　（Ｂ－３）スルホン酸型界面活性剤：例えば、パラフィン（Ｃ１２～２２）スルホン酸
、アルキル（Ｃ８～１２）ベンゼンスルホン酸、ポリオキシエチレン（モノまたはジ）ア
ルキル（Ｃ８～１２）フェニルエーテルスルホン酸、ポリオキシエチレンアルキル（Ｃ１

２～１８）エーテルスルホコハク酸ハーフエステル、ナフタレンスルホン酸、（モノまた
はジ）アルキル（Ｃ１～６）ナフタレンスルホン酸、アルキル（Ｃ８～１２）ジフェニル
エーテルジスルホン酸、イゲポンＴ（商品名）、ポリスチレンスルホン酸およびスチレン
スルホン酸とメタアクリル酸の共重合物等のスルホン酸、ならびにそれらスルホン酸の塩
が挙げられる。
【００４８】
　(Ｂ－４)燐酸エステル型界面活性剤：例えば、アルキル（Ｃ８～１２）燐酸エステル、
ポリオキシエチレンアルキル（Ｃ１２～１８）エーテル燐酸エステル、ポリオキシエチレ
ン（モノまたはジ）アルキル（Ｃ８～１２）フェニルエーテル燐酸エステル、ポリオキシ
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エチレン（モノ、ジまたはトリ）アルキル（Ｃ８～１２）フェニルエーテルのポリマーの
燐酸エステル、ポリオキシエチレン（モノ、ジまたはトリ）フェニルフェニルエーテル燐
酸エステル、ポリオキシエチレン（モノ、ジまたはトリ）ベンジルフェニルエーテル燐酸
エステル、ポリオキシエチレン（モノ、ジまたはトリ）スチリルフェニルエーテル燐酸エ
ステル、ポリオキシエチレン（モノ、ジまたはトリ）スチリルフェニルエーテルのポリマ
ーの燐酸エステル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンブロックポリマーの燐酸エ
ステル、ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールイミンおよび縮合燐酸（例え
ばトリポリリン酸等）等の燐酸エステル、ならびにそれら燐酸エステルの塩が挙げられる
。
【００４９】
　上記の（Ｂ－１）～（Ｂ－４）における塩としては、アルカリ金属（リチウム、ナトリ
ウムおよびカリウム等）、アルカリ土類金属（カルシウムおよびマグネシウム等）、アン
モニウムおよび各種アミン（例えばアルキルアミン、シクロアルキルアミンおよびアルカ
ノールアミン等）等が挙げられる。
【００５０】
　（Ｃ）カチオン性界面活性剤：
例えば、アルキルアミン塩およびアルキル４級アンモニウム塩等が挙げられる。
【００５１】
　（Ｄ）両性界面活性剤：
例えば、ベタイン型界面活性剤およびアミノ酸型界面活性剤等が挙げられる。
【００５２】
　（Ｅ）その他の界面活性剤：
例えば、シリコーン系界面活性剤およびフッ素系界面活性剤等が挙げられる。
【００５３】
　これらのその他の界面活性剤は単独でまたは２種以上混合して使用することができる。
【００５４】
　本発明組成物には、更に各種補助剤を含有させることができる。使用できる補助剤とし
ては、ｐＨ調節剤、塩、不活性担体および消泡剤等があり、下記のものが挙げられる。
【００５５】
　ｐＨ調節剤としては、例えば塩酸、硫酸、リン酸、スルホン酸およびカルボン酸等各種
の無機酸や有機酸、ならびにその塩やエステル等を用いることができる。有機酸として具
体的には、酸性リン酸エステル、無水クエン酸、クエン酸一水和物、マレイン酸、ソルビ
ン酸、乳酸および酒石酸等が例示される。また、リン酸水素二ナトリウム－クエン酸水溶
液、酢酸ナトリウム－塩酸水溶液、ギ酸－ギ酸ナトリウム水溶液、乳酸－乳酸ナトリウム
水溶液、酒石酸－酒石酸ナトリウム水溶液およびクエン酸ナトリウム－塩酸水溶液等の各
種の緩衝液を所定量添加してｐＨを調節することもできる。
【００５６】
　塩としては、特に限定されないが、例えば塩酸、硫酸、リン酸、炭酸、スルホン酸およ
びカルボン酸等各種の無機酸や有機酸の、アルカリ金属塩（リチウム、ナトリウムおよび
カリウム等）、アルカリ土類金属塩（カルシウムおよびマグネシウム等）、アンモニウム
および各種アミン塩（例えばアルキルアミン、シクロアルキルアミンおよびアルカノール
アミン等）等が挙げられる。好ましい塩は塩酸、硫酸、リン酸の塩である。塩の添加量は
、塩の水溶解度以下であることが望ましいが、本発明組成物１００重量部に対して通常０
．１～３０重量部、好ましくは１～２０重量部である。
【００５７】
　不活性担体としては、通常粉末状のものであり、好ましくは粉末状の鉱物が用いられる
。該不活性担体としては、例えば、石英、珪石、方解石、海泡石、ドロマイト、チョーク
、カオリナイト、パイロフィライト、セリサイト、ハロサイト、メタハロサイト、木節粘
土、蛙目粘土、陶石、ジークライト、アロフェン、シラス、きら、タルク、ベントナイト
、活性白土、酸性白土、軽石、アタパルジャイト、ゼオライトおよび珪藻土等の鉱物、例
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えば焼成クレー、パーライト、シラスバルーン、バーミキュライト、アタパルガスクレー
および焼成珪藻土等の鉱物の焼成品、例えば炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、炭酸ナ
トリウム、炭酸水素ナトリウム、硫酸アンモニウム、硫酸ナトリウム、硫酸マグネシウム
、リン酸水素二アンモニウム、リン酸二水素アンモニウムおよび塩化カリウム等の無機塩
類、例えばブドウ糖、果糖、しょ糖および乳糖などの糖類、例えば澱粉、粉末セルロース
およびデキストリン等の多糖類、例えば尿素、尿素誘導体、安息香酸および安息香酸の塩
等の有機物、例えば木粉、トウモロコシ穂軸、クルミ殻およびタバコ茎等の植物類、フラ
イアッシュ、ホワイトカーボンならびに肥料等が挙げられる。
【００５８】
　更にシリコーン系エマルジョン等の消泡剤を配合してもよい。
【００５９】
　本発明組成物は、例えば、押出式造粒機、加圧式造粒機、流動層造粒機、攪拌式造粒機
および転動造粒機等の造粒機により製造することができる。例えば、押出式造粒の場合は
、各種成分を均一に混合して得られた混合物に、適量の水または／および液体の補助剤を
加えてペースト状に混練した後、直径０．５～１．５ｍｍの穴を有するスクリーンを装着
した押出式造粒機を用いて造粒後、乾燥、整粒、篩分をして製造することができる。また
、必要に応じて、農薬活性成分、界面活性剤およびその他補助剤は、それぞれ単独もしく
は混合して乾式および湿式粉砕機により微粉砕してもよい。乾式粉砕は、衝撃式粉砕機、
ボールミル、ジェットミル等で行うことができる。湿式粉砕による微粉砕は、アトライタ
ー、サンドグラインダー、ダイノミル、パールミル、アペックスミル、ビスコミルおよび
ウルトラビスコミル等の湿式粉砕機により行うことができる。以上に挙げた製造法の内、
特に好ましくは押出式造粒機を用いた製造法である。
【実施例】
【００６０】
　次に実施例を挙げて本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるも
のではない。なお、以下において「部」は重量部を意味する。下記の実施例として記載し
た農薬粒状水和剤は、ハロスルフロンエチル、メタゾスルフロン、キザロホップエチル、
チフルザミド、フェンブコナゾール、シモキサニル、クロラントラニリプロール、シアン
トラニリプロール、（Ｚ）－[５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－トリフルオロメ
チル－４，５－ジヒドロイソキサゾール－３－イル]－Ｎ－（メトキシイミノメチル）－
２－メチル安息香酸アミドおよびシエノピラフェンから選ばれる１種以上の農薬活性成分
を更に含有することができる。
【００６１】
　〔実施例１〕
　アミスルブロム（一般名）５０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：パール
レックスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕４部、特殊芳香族スルホン酸ナトリウム塩の
ホルマリン縮合物〔商品名：デモールＳＮ－Ｂ、花王（株）製〕５部、ラウリル硫酸ナト
リウム塩〔商品名：ニューカルゲンＷＧ－６、竹本油脂（株）製〕２部、硫酸アンモニウ
ム〔日産化学工業（株）製〕２０部およびクレー〔商品名：ネオキャリアＫ、浅田製粉（
株）製〕１７部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した。この微粉砕物９８部に、ポ
リオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸ナトリウム塩〔商品名
：ニューカルゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部および水１５部を加え混練し、
口径０．８ｍｍのスクリーンを装着した押し出し式造粒機を用いて造粒した。５０℃にて
２時間静置乾燥後、篩分を行うことで本発明の農薬粒状水和剤を得た。
【００６２】
　〔実施例２〕
　アミスルブロム（一般名）５０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：パール
レックスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕４部、特殊芳香族スルホン酸ナトリウム塩の
ホルマリン縮合物〔商品名：デモールＳＮ－Ｂ、花王（株）製〕５部、硫酸アンモニウム
〔日産化学工業（株）製〕およびクレー〔商品名：ネオキャリアＫ、浅田製粉（株）製〕
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１７部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した。この微粉砕物９６部に、ポリオキシ
エチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：ニュー
カルゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部、ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム
溶液〔商品名：エアロールＣＴ－１Ｌ、東邦化学工業（株）製〕２部および水１９部を加
え混練し、口径０．８ｍｍのスクリーンを装着した押し出し式造粒機を用いて造粒した。
５０℃にて２時間静置乾燥後、篩分を行うことで本発明の農薬粒状水和剤を得た。
【００６３】
　〔実施例３〕
　ピラゾスルフロンエチル（一般名）７０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名
：パールレックスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕７部、ビスフェノールスルホン酸系
縮合物〔商品名：ビスパーズＰ－１２１、日本製紙ケミカル（株）製〕７部、ラウリル硫
酸ナトリウム塩〔商品名：ニューカルゲンＷＧ－６、竹本油脂（株）製〕２部および硫酸
アンモニウム〔日産化学工業（株）製〕１２部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕し
た。この微粉砕物９８部に、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシス
ルホン酸ナトリウム塩〔商品名：ニューカルゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部
および水２３部を加え混練し、口径０．８ｍｍのスクリーンを装着した押し出し式造粒機
を用いて造粒した。５０℃にて２時間静置乾燥後、篩分を行うことで本発明の農薬粒状水
和剤を得た。
【００６４】
　〔実施例４〕
　ピラゾスルフロンエチル（一般名）７０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名
：パールレックスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕７部、ビスフェノールスルホン酸系
縮合物〔商品名：ビスパーズＰ－１２１、日本製紙ケミカル（株）製〕７部および硫酸ア
ンモニウム〔日産化学工業（株）製〕１２部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した
。この微粉砕物９６部に、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスル
ホン酸ナトリウム塩〔商品名：ニューカルゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部、
ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム溶液〔商品名：エアロールＣＴ－１Ｌ、東邦化学工
業（株）製〕２部および水２４部を加え混練し、口径０．８ｍｍのスクリーンを装着した
押し出し式造粒機を用いて造粒した。５０℃にて２時間静置乾燥後、篩分を行うことで本
発明の農薬粒状水和剤を得た。
【００６５】
　〔実施例５〕
　ピリダベン（一般名）５０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：パールレッ
クスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕１７部、ラウリル硫酸ナトリウム塩〔商品名：ニ
ューカルゲンＷＧ－６、竹本油脂（株）製〕３部、硫酸アンモニウム〔日産化学工業（株
）製〕１５部および炭酸カルシウム〔商品名：ＮＳ＃２００、日東粉化工業（株）製〕１
３部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した。この微粉砕物９８部に、ポリオキシエ
チレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：ニューカ
ルゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部および水２４部を加え混練し、口径０．８
ｍｍのスクリーンを装着した押し出し式造粒機を用いて造粒した。５０℃にて２時間静置
乾燥後、篩分を行うことで本発明の農薬粒状水和剤を得た。
【００６６】
　〔実施例６〕
　ピリダベン（一般名）５０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：パールレッ
クスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕１７部、硫酸アンモニウム〔日産化学工業（株）
製〕１５部および炭酸カルシウム〔商品名：ＮＳ＃２００、日東粉化工業（株）製〕１３
部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した。この微粉砕物９５部に、ポリオキシエチ
レンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：ニューカル
ゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部、ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム溶液
〔商品名：エアロールＣＴ－１Ｌ、東邦化学工業（株）製〕３部および水３２部を加え混
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練し、口径０．８ｍｍのスクリーンを装着した押し出し式造粒機を用いて造粒した。５０
℃にて２時間静置乾燥後、篩分を行うことで本発明の農薬粒状水和剤を得た。
【００６７】
　〔比較例１〕
　アミスルブロム（一般名）５０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：パール
レックスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕４部、特殊芳香族スルホン酸ナトリウム塩の
ホルマリン縮合物〔商品名：デモールＳＮ－Ｂ、花王（株）製〕５部、硫酸アンモニウム
〔日産化学工業（株）製〕２０部およびクレー〔商品名：ネオキャリアＫ、浅田製粉（株
）製〕１９部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した。この微粉砕物９８部に、ポリ
オキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：
ニューカルゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部および水１９部を加え混練し、口
径０．８ｍｍのスクリーンを装着した押し出し式造粒機を用いて造粒したが、造粒性が悪
く成形されていない泥状の組成物が得られた。５０℃にて２時間静置乾燥後、篩分を行う
ことで粒状水和剤を得た。
【００６８】
　〔比較例２〕
　ピラゾスルフロンエチル（一般名）７０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名
：パールレックスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕７部、ビスフェノールスルホン酸系
縮合物〔商品名：ビスパーズＰ－１２１、日本製紙ケミカル（株）製〕７部および硫酸ア
ンモニウム〔日産化学工業（株）製〕１４部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した
。この微粉砕物９８部に、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルヒドロキシスル
ホン酸ナトリウム塩〔商品名：ニューカルゲンＰＧ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部お
よび水２３部を加え混練し、口径０．８ｍｍのスクリーンを装着した押し出し式造粒機を
用いて造粒したが、造粒性が悪く成形されていない泥状の組成物が得られた。５０℃にて
２時間静置乾燥後、篩分を行うことで粒状水和剤を得た。
【００６９】
　〔比較例３〕
　ピリダベン（一般名）５０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：パールレッ
クスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕、硫酸アンモニウム〔日産化学工業（株）製〕１
５部および炭酸カルシウム〔商品名：ＮＳ＃２００、日東粉化工業（株）製〕１６部を袋
混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した。この微粉砕物９８部に、ポリオキシエチレンア
ルキルアリールエーテルヒドロキシスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：ニューカルゲンＰ
Ｇ－１７０、竹本油脂（株）製〕２部および水３４部を加え混練し、口径０．８ｍｍのス
クリーンを装着した押し出し式造粒機を用いて造粒したが、造粒性が悪く成形されていな
い泥状の組成物が得られた。５０℃にて２時間静置乾燥後、篩分を行うことで粒状水和剤
を得た。
【００７０】
　〔参考例〕
　アミスルブロム（一般名）５０部、リグニンスルホン酸ナトリウム塩〔商品名：パール
レックスＮＰ、日本製紙ケミカル（株）製〕１５部、ジイソプロピルナフタレンスルホン
酸ナトリウム塩〔商品名：スープラジル（SUPRAGIL）ＷＰ、ローディア日華（株）製〕３
部、硫酸アンモニウム〔日産化学工業（株）製〕１５部および含水カオリン〔商品名：Ａ
ＳＰ２００、林化成（株）製〕１７部を袋混合し、約５ミクロン程度に微粉砕した。この
微粉砕物１００部に、水２４．５部を加え混練し、口径０．８ｍｍのスクリーンを装着し
た押し出し式造粒機を用いて造粒した。５０℃にて２時間静置乾燥後、篩分を行うことで
農薬粒状水和剤を得た。
〔試験例〕
　上記実施例および比較例で製造した農薬粒状水和剤について、下記式に基づき収率を算
出した。結果を第１表に示す。
【００７１】
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　収率（％）＝Ａ（ｇ）／Ｂ（ｇ）×１００
　　Ａ：押し出し式造粒機を用いて造粒し、５０℃にて２時間乾燥した造粒物の全重量
　　Ｂ：押し出し式造粒機に仕込んだ原材料（但し水を除く）の総重量
 
　　　　　　　　第１表
―――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　収率（％）
―――――――――――――――――――
　　実施例１　　　　　　５０．６
　　実施例２　　　　　　５２．８
　　実施例３　　　　　　５９．９
　　実施例４　　　　　　６５．８
　　実施例５　　　　　　７４．３
　　実施例６　　　　　　６７．８
　　比較例１　　　　　　１６．５
　　比較例２　　　　　　１８．４
　　比較例３　　　　　　２３．６
―――――――――――――――――――
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明組成物は、雑草、害虫、病原菌等の有害生物の防除に使用できる。
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